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＜記入例＞ 

・○○市立□□中間教室に△△日出席。 

指導内容：対人関係（人とのかかわり）中心の指導・支援。 

成  果：□□中間教室の仲間と協力して料理を作るなど，社会性や協調性を身につけること

ができた。 

・母親と同居しているが，保護者が後見人の祖父になっているため，本人と保護者の姓が異なっ

ている。 

・10月にアメリカ〇〇州から編入学する。４年間現地のミドルスクールに在学。日本語の理解に

は問題ない。 

・〇〇アレルギーのため，給食時はアレルギー対応食等で対応している。 

 

(7)  障害のある児童生徒等にかかわる総合的な所見 

障害のある児童生徒や日本語の習得に困難のある児童生徒のうち，通級による指導を受けてい 

る児童生徒については，通級による指導を受けた学校名，通級による指導の授業時数，指導期間， 

指導の内容や結果等を記入する。通級による指導の対象となっていない児童生徒で，教育上特別 

な支援を必要とする場合については，必要に応じ効果があったと考えられる指導方法や配慮事項 

を端的に記入する。 

なお，これらの児童生徒について個別の指導計画を作成している場合，その写しを指導要録に

添付することをもって指導要録への記入に替えることも可能とするなど，その記述の簡素化を図

ることとする。 

特別支援学級においては，交流及び共同学習を実施している児童生徒について，その相手先

の学校名や学級名，実施期間，実施した内容や成果等を端的に記入する。 
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る。（出席停止・忌引等による欠席の日数はこの欄に記入するものではない。） 

 

６ 出席日数の欄 

「出席しなければならない日数」から「欠席日数」を差し引いた日数を記入する。 

なお，学校の教育活動の一環として，児童生徒が運動や文化などにかかわる行事等に参加したと校長

が認める場合には，出席扱いとすることができる。 

また，不登校児童生徒が，「不登校児童生徒への支援の在り方について（通知）」（令和元年 10月 25

日付文部科学省）に基づく一定の要件を満たす場合には，指導要録上出席扱いとすることができる。 

 

７ 日数の書き方 

 正確を期するために，例えば出席停止・忌引等や欠席がない場合でも，それぞれの欄を空白としない

で「０」と記入する。 

 

８ 備考の欄 

(1) 「出席停止・忌引等の日数」に関する特記事項 

(2)  欠席理由の主なるもの（できるだけ具体的に） 

(3)  遅刻・早退等の状況 

(4)  転入学した児童生徒については前に在学していた学校における出欠の概要等を記入する（転   

学した児童生徒については，学校を去った日までの欠席の記録を整理し，「写し」に記入して     

送付し，転入学をした児童生徒については，転入学を認めた日以後についてそれぞれの欄に 

記入する。したがって，転学・転入学をした児童生徒については，左端の授業日数から他の 

児童生徒と異なることになる）。 

(5)  特記事項のない場合は，空欄とする。 

 ＜記入例＞ 

 ・かぜ（3日） 下痢（2日） 

 ・家事手伝いのため遅刻早退が多い。（遅刻 15回，早退 10回） 

･心身の不調（30日） 

 

９ インフルエンザ等による臨時休業，学年閉鎖，学級閉鎖 

(1)  インフルエンザ等による臨時休業，学年閉鎖・・・授業日数から除く。休業日となる。 

学級歴を作成している場合は，学級歴にその旨を記入する（P18参照）。作成していない場合は，  

個々の出欠の記録の備考に記入する（P47参照）。 

(2)  インフルエンザ等による学級閉鎖・・・出席停止とする。 

   （よって，同一学年の授業日数は同一となるが，例外として，学級単位として休業日に授業日を設
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定した場合は，他学級とは授業日数が異なることになる） 

(3) （出席しなければならない日数）＝（授業日数）―（出席停止・忌引等の日数） 

  （出席日数）＝（出席しなければならない日数）－（欠席日数） 

 

＜記入例＞ Ａ小学校の場合（各学年３クラス） 年度当初の授業日数 210日の場合 

１ インフルエンザ等による臨時休業，学年閉鎖・・・授業日数から除く。休業日となる。 

    台風 18号による臨時休業    （全学年）    ３日間 

    インフルエンザによる学年閉鎖 （２学年）    ３日間 

                        

２ インフルエンザ等による学級閉鎖・・・・・・・・出席停止とする。 

    インフルエンザ等による学級閉鎖（２年１組） ４日間 

                   （２年２組） ２日間 

                   （２年３組） ６日間 

    休業日を２日間授業日とした学級（２年３組） ２日間 

     

学年　　区分 授業日数
出席停止・忌
引等の日数

出席しなければな
らない日数 欠席日数 出席日数 　備　　考

2年1組のBさん 2 204 4 200 0 200
インフルエンザによる学級閉鎖（４）
台風18号による臨時休業（3）
インフルエンザによる学年閉鎖(3)

2年2組のCさん 2 204 4 200 3 197

かぜ(3)
インフルエンザによる学級閉鎖（２）
インフルエンザによる出席停止(2)
台風18号による臨時休業（3）
インフルエンザによる学年閉鎖(3)

2年3組のDさん 2 206 7 199 2 197

家事都合(2)
インフルエンザによる学級閉鎖（６）
忌引(1)叔父葬儀
台風18号による臨時休業（3）
インフルエンザによる学年閉鎖(3)

出　　欠　　の　　記　　録

 

個人において出席停止がある場合は，出席停止・忌引等の日数に次のように加算する。 

○２年２組 Ｃさん 学級閉鎖２日間 ＋ 個人のインフルエンザによる出席停止２日間 計４日間(※1) 

○２年３組 Ｄさん  学級閉鎖６日間 ＋ 忌引（叔父葬儀）１日間  計７日間(※2)             

 

＜ある学年の３クラスが日をずらして学級閉鎖をした場合＞ 

○ １組から３組までが同時に学級閉鎖をした６日，７日，８ 

日の３日間は学年閉鎖として授業日数から差し引かれる。 

○ ４日,５日，９日はいずれかの学級で授業が行われていたの   

で，学年の授業日数は変わらず，学級閉鎖した日数を学級 

 ごとに「出席停止・忌引等の日数」の欄に記入する。 

（１組：２日 ２組：２日 ３組：０日） 

 

日 ４ ５ ６ ７ ８ ９  

1組        

2組        

3組        

210－6=204 
年度当初の授業日数

210から臨時休業 ３ 

学年閉鎖 ３を引く 

210－6＋2＝206 

年度当初の授業日数 210

から臨時休業等 6 を引

き，休業日を授業日とし

た２をたす 

 

学級歴を作

成していな

い場合，臨

時休業や学

年閉鎖につ

いてはここ

に記入する 
※1 

※2 






































































































